
平成３０年度予算決算特別委員会

所管予算案説明資料

１　所管予算案総括表 P 1

２　事業概要

観光課 P 3

温泉課 P 9

文化国際課 P 13

観光戦略部

資料２－３



１　所管予算案総括表

（１）一般会計予算額 ［単位：千円］
平成３０年度

予算額
平成２９年度

予算額
増減額

620,171 606,050 14,121

445,889 382,244 63,645

164,566 86,218 78,348

（２）特別会計予算額 ［単位：千円］
平成３０年度

予算額
平成２９年度

予算額
増減額

0

0

（３） 所管の重点施策 ［単位：千円］

事業名 予算額

予算説明書の事業名 所管課

観光情報推進事業 38,457

観光情報推進に要する経費 観光課

ＤＭＯ推進事業 73,074

観光客誘致・受入に要する経
費

観光課

別府ＯＮＳＥＮアカデミア開
催事業

5,000

誘客宣伝に要する経費 観光課

世界温泉地サミット開催事業 22,071

誘客宣伝に要する経費 観光課

体験型アクティビティ創出事
業

4,000

体験型アクティビティ創出に
要する経費

観光課

別府海浜砂湯改修事業 33,547

別府海浜砂湯改修に要する経
費

温泉課

課名

観光課

温泉課

文化国際課

事業概要

外国人観光客の誘致促進のため、海外の
国際観光展参加、現地旅行エージェント
等へのセールス、ウェブサイトの充実、
ＲＷＣ機運醸成事業に取り組みます。

別府駅や鉄輪地域観光案内所の運営に対
する助成を行い、観光情報を積極的に発
信するとともに、外国人観光客の受入態
勢強化・整備に取り組みます。

観光戦略部

平成２８年から開催している「別府ＯＮ
ＳＥＮアカデミア」のうち、３つの分科
会（スポーツ・医療・湯治）を開催しま
す。

「世界の温泉地が拓く地域発展の可能
性」をメインテーマに５月２５日から３
日間開催します。

自然を活用したアクティビティの導入に
向けて調査を行います。

別府海浜砂湯の改修にあたり、平成２９
年度に実施したサウンディング調査の結
果をもとに、ＰＦＩアドバイザリー委託
業務を通じて、民間資金とノウハウを活
用した温泉施設の改修及び運営等を行う
事業者の公募を行っていきます。
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事業名 予算額

予算説明書の事業名 所管課
外国人留学生地域活動等助成
事業

2,245

外国人留学生に要する経費 文化国際課

多文化共生事業 13,128

多文化共生に要する経費 文化国際課

おおいたＡＳＥＡＮ交流促進
事業

2,780

おおいたＡＳＥＡＮ交流促進
に要する経費

文化国際課

学生大同窓会開催事業 10,000

学生大同窓会に要する経費 文化国際課

別府現代芸術フェスティバル
開催支援事業

30,000

文化振興に要する経費 文化国際課

国民文化祭開催事業 20,758

文化振興に要する経費 文化国際課

国際スポーツ大会事前キャン
プ等誘致事業

49,574

国際スポーツ大会事前キャン
プ等の誘致に要する経費

文化国際課

芸術があふれるまちづくりを目指し、別
府市現代芸術フェスティバルの開催を支
援します。

第３３回国民文化祭・おおいた２０１
８、第１８回全国障害者芸術・文化祭お
おいた大会を開催します。

ラグビーワールドカップやオリンピッ
ク・パラリンピックの事前キャンプ地の
実現に向け、誘致活動を行います。

事業概要

市民と留学生の交流機会を創出し、本市
の国際化を促進するため、地域活動に積
極的な留学生の活動を支援します。

多文化共生事業を別府インターナショナ
ルプラザに運営委託することで、市民を
巻き込んだ、よりきめこまやかな事業を
展開します。

ＡＳＥＡＮとの交流機運の醸成に向けた
シンポジウムの開催や、国際交流団体な
どと連携したホームビジット事業をとお
し、市民との交流を推進します。

市内大学を卒業し国内外で活躍する卒業
生や在校生によるプロジェクトを開催し
ます。
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 01 0433 観光総務に要する経費

款 項 目 事業

08 01 02 0436 観光情報推進に要する経費

【事業の目的】
　　別府市の観光情報をマスメディアなどの各種媒体を活用し、積極的に国内外に情報発信す
　ることにより、観光客の誘客を図るとともに、観光案内所や観光パンフレット、観光案内板
　の整備など受入態勢の充実を図ります。

【事業内容】
①観光パンフレット作成　   3,976千円

観光宣伝時や各観光案内所等で使用する観光パンフレットを印刷します。
②広告宣伝事業　           9,698千円
別府市のＰＲやイメージアップのための広告等について、様々な媒体を活用して展開しま
す。

③観光案内所等運営事業    19,562千円
ＪＲ別府駅構内・地獄蒸し工房鉄輪内の市内２か所の観光案内所の運営委託や補助事業を
実施し、観光客のおもてなしや案内態勢を充実します。

【実績等】
　平成26年度  決算額　36,840,467円
　平成27年度  決算額　35,997,683円
　平成28年度  決算額　34,543,392円

【事業の目的】
    各事業を執行する上での総務的な経費を計上し、観光担当課としての運営の基盤を確保し
　ます。

【事業概要】
  　観光課の事業全般を運営する上で、必要な消耗品の購入及び観光担当課として出席すべき
　総務的な会議へ出席します。

【実績等】
　平成26年度　決算額　 381,884円
　平成27年度　決算額　 362,790円
　平成28年度  決算額   391,951円

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,807 1,807

38,457 4,648 33,800 9

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 02 0437 観光客誘致・受入に要する経費

款 項 目 事業

08 01 02 0977 ＯＮＳＥＮツーリズム推進に要する経費

【事業の目的】
　　日本全国各地及び海外への観光宣伝、各種イベントの開催等を官民一体となって積極的に
　取り組むことにより、観光客を誘致することを目的とします。

【事業概要・実施方法等】
・別府八湯温泉まつり事業                     15,237千円

扇山火まつり、八十八湯の温泉無料開放、湯けむり総パレード、神輿の祭典、湯ぶっかけ
まつり、丼フェスべっぷ駅市場、仁輪加隊巡行、べっぷフロマラソンなど別府市民総参加
のまつりを目標に掲げ開催します。

・ＤＭＯ推進事業　　　　　　　　　　　　　　 73,074千円
外国人観光客の誘致促進のために、海外の国際観光展への参加や現地旅行エージェントへ
のセールス活動、海外メディアへのＰＲ、インバウンド向け観光ウェブサイトの充実・
強化を図ります。また、２０１９年ラグビーワールドカップ開催に向け、機運醸成のため
の事業や、欧米豪からの訪日客をターゲットにした各種施策を展開します。

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

211,541 13,835 19,000 178,706

【事業の目的】
　　本市は、豊富な温泉、美しく特色ある自然や景観、国際色豊な大学、充実した医療・福
　祉、発信力のある文化・芸術等のイベント、そして、多様な人材など、魅力ある資源を豊富
　に有しており、それらの資源が国際観光温泉文化都市という特性をいかし、本市が育んでき
　た多様性と受容性の礎となっています。今あるそれらの資源を徹底的に磨くことで、更なる
　ひとの流れを促進します。

【事業内容等】
・ＯＮＳＥＮツーリズム大使任命事業　　        167千円
別府の観光宣伝に貢献していただける方を「ＯＮＳＥＮツーリズム大使」として任命しま
す。

・別府市観光統計調査事業　　        　　    7,324千円
別府観光の現状を把握し、今後の企画運営に役立てるため、宿泊客を対象に調査等を実施
します。

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

7,491 103 7,388
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 02 1221 誘客宣伝に要する経費

款 項 目 事業

08 01 02 1308 体験型アクティビティ創出に要する経費

【事業の目的】
　　平成２８年度、２９年度と開催してきた別府ＯＮＳＥＮアカデミアですが、平成３０年度
　においては２年間の温泉会議や分科会等で培われたエビデンスを継承・発展させる内容で開
　催します。
　　世界の温泉地のトップが「日本一のおんせん県おおいた」に集い、温泉の活用策の情報交
　換や温泉地の更なる発展について議論する世界初の会議として、世界温泉地サミットを開催
　します。

【事業概要】
・別府ＯＮＳＥＮアカデミア事業       　 5,000千円

期間は１日のみとし、過去の別府ＯＮＳＥＮアカデミアの内容を継承・発展させる３つの
シンポジウムにより構成します。

・世界温泉地サミット開催事業　　　     22,071千円
関係省庁及び大分県・別府市等からなる「世界温泉地サミット実行委員会」が主催する
「おんせん県おおいた　世界温泉地サミット」は「世界の温泉地が拓く地域発展の可能
性」をメインテーマに５月２５日から２７日の３日間開催します。

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

27,071 11,035 16,000 36

【事業の目的】
インバウンドのうち欧米豪を中心とした外国人観光客の訪日前に期待することの上位には

　「活動・遊び・体験」があります。本市における「体験型アクティビティ」の調査を行い、
　導入に向けた施策の検討を行います。

【事業概要】
・体験型アクティビティ創出事業        4,000千円
自然を活用したアクティビティの導入に向けて調査を行います。

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,000 2,000 2,000
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 03 0655 湯けむり健康マラソン大会に要する経費

款 項 目 事業

08 01 03 0896 スポーツイベント誘致に要する経費

【事業の目的】
マラソンを通じて、県内外の多くの方々に奥別府の素晴らしさを紹介することで別府市の

　観光浮揚を図るとともに、別府市民並びに観光客の健康づくりの場を提供することを目的と
　します。

【事業概要】
・別府湯けむり健康マラソン大会は、昭和６３年から毎年行われており、県内外から多くの
参加者を迎えています。その別府湯けむり健康マラソン大会実行委員会に対する大会運営
費の一部補助を行います。

【実績等】
　平成27年度　大会エントリー数　1,818人（内 市内：317人 市外：1,501人）
  平成28年度　大会エントリー数　1,677人（内 市内：349人 市外：1,328人）
　平成29年度　大会エントリー数　1,442人（内 市内：225人 市外：1,217人）

1,000 1,000

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
　　別府市内のスポーツ施設を活用したスポーツ観光を推進することにより、別府市の観光浮
　揚を図るとともに、別府市並びに市民スポーツの活性化を図ります。

【事業概要】
・別府市の充実したスポーツ施設と宿泊施設、温泉施設を活かして、別府市内に宿泊を伴う
プロや実業団、学生等の各種スポーツ大会やキャンプ等を誘致するため、東京・大阪など
全国各地に誘致活動を積極的に展開します。また、所定の用件を満たした大会・キャンプ
等の主催スポーツ団体には、スポーツ大会等開催補助金を交付します。

【実績等】
  平成26年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　13,500,000円（対象者数：32,106人）
　平成27年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　 9,975,000円（対象者数：22,909人）
　平成28年度　スポーツ大会等開催補助金交付実績額　12,375,000円（対象者数：27,805人）

所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

事業名称

13,355 13,355
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 01 04 0441 市民ホールに要する経費

款 項 目 事業

08 02 01 0442 志高湖・神楽女湖管理に要する経費

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

所管課

観光課

事業名称

289,384 118,600 30,087 140,697

【事業の目的】
　　国際・国内間地域間の相互理解の増進並びに宿泊観光客の増加等による地域経済の活性化
　及び芸術文化の向上を目的とします。

【事業概要】
・コンベンション大会誘致助成事業　　30,000千円
ビーコンプラザの催事開催状況が好調であるため、引き続き、別府国際コンベンションセ
ンター　Ｂ－Ｃｏｎ　Ｐｌａｚａにおけるコンベンション大会開催にかかる会場使用料を
助成することにより、国際会議や各種団体の全国・九州大会等の誘致し、コンベンション
の振興と宿泊客の増加を図ります。

・市民ホール管理運営事業　　        59,720千円
平成１８年４月１日から指定管理者制度を導入しています。

・施設維持管理事業　　             199,590千円
市民ホール及び大分県との共用部分の施設・設備等について、維持補修を行います。

【実績等】
　平成27年度決算額　160,525,770円
　平成28年度決算額　122,015,429円

9,419

【事業の目的】
　　自然に親しむ憩いの場として、阿蘇くじゅう国立公園内に位置する志高湖野営場及び神楽
　女湖を奥別府観光の核として充実を図り、別府市の観光振興に結びつけることを目的としま
  す。

【事業内容】
・志高湖野営場・神楽女湖運営事業     8,407千円
志高湖野営場の管理運営については、指定管理者制度を活用し、引き続き運営します。
神楽女湖の運営については、観光課で行いますが、菖蒲畑及び花しょうぶの管理は公園緑
地課が担当しています。

・施設維持管理事業　               　  800千円
自然災害や経年劣化等により、施設の復旧作業や補修工事等の必要性が生じた場合に補修
工事等の対応を行います。

【実績等】
  平成26年度　志高湖来場者数　153,647人、神楽女湖来場者数　39,116人
　平成27年度　志高湖来場者数　190,352人、神楽女湖来場者数　31,613人
　平成28年度　志高湖来場者数　142,627人、神楽女湖来場者数　19,368人

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

9,419
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 02 01 0448 観光施設管理に要する経費

款 項 目 事業

08 02 01 1093 地獄蒸し工房鉄輪管理運営に要する経費

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

所管課

【事業の目的】
　　別府市内の観光課所管施設の維持管理を行うことにより、観光客や市民が安全かつ快適に
　利用できる状況を維持することを目的とします。

【事業概要】
・観光課所管施設の維持管理業務を行います。
・主な管理施設は、湯けむり展望台、十文字原展望台、関の江海水浴場、ＪＲ別府駅前手湯
モニュメント、由布川峡谷、九州オルレ別府コースなどです。

【実施方法等】
　　各施設の運営に係る消耗品の購入費や光熱水費、清掃業務委託料、維持補修工事費等を支
　出します。

【実績等】
　平成26年度決算額　　13,228,045円
　平成27年度決算額　　13,930,680円
　平成28年度決算額　　14,343,158円

事業名称

15,446 4 15,442

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他

【事業の目的】
　　地獄蒸し工房鉄輪を鉄輪地域の観光拠点施設として運営することにより、鉄輪地区の地域
　活性化や別府市全体の観光振興につなげることを目的とします。

【事業概要】
　　温泉蒸気を利用した料理方法の体験を通じ、市民相互又は市民と観光客等の交流促進を図
　りながら、地獄蒸し工房鉄輪の管理・運営を行います。

【実施方法等】
　　地獄蒸し工房鉄輪の管理形態については、平成２９年度は市の直営で運営しましたが、平
　成３０年４月１日からは指定管理者制度を導入し運営します。

【実績等】
　平成24年度　地獄蒸し釜使用人数　97,327人
  平成25年度　地獄蒸し釜使用人数　97,651人
  平成26年度　地獄蒸し釜使用人数 102,581人
　平成27年度　地獄蒸し釜使用人数 113,712人
　平成28年度　地獄蒸し釜使用人数　93,393人

一般財源

1,200 1,200
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 01 1012 温泉事務に要する経費

款 項 目 事業

08 03 01 1013 市営温泉に要する経費

【事業概要】（主な市営温泉の管理経費） （単位：千円　人）
指定管理料 有料 無料 合計

106,388 23,187 129,575

53,374 157 53,531

119,052 78,541 197,593

35,235 32,286 67,521

65,941 43,324 109,265

31,112 28,196 59,308

1,700 29,632 1,042 30,674

67,794 45,323 113,117

71,336 31,843 103,179

46,826 31,713 78,539

20,667 104,645 86,379 191,024

30,900 33,598 4,947 38,545

69,015 1,033 70,048

108,858 60,458 169,316

174,934 942,806 468,429 1,411,235

102,855

【事業の目的】
　　別府市が行う市営温泉や給湯などに関する事業の事務を行います。
　　また、各温泉協会の総会や研究会に出席し、温泉に関する情報収集等を行います。

【事業概要】
　　市営温泉や市有区営温泉等への給湯のため、民間泉源から必要湯量を受湯します。

・温泉受湯料　12,453千円

　　鉄輪むし湯で使用する石菖を栽培します。
・栽培用地借上料及び栽培管理委託料　2,343千円

　　温泉リーフレット（市営温泉めぐり）を製作します。
・リーフレット製作委託料　400千円

　　温泉利用の情報収集等のため、大分県温泉調査研究会、日本温泉協会、国民保養温泉地
　　協議会等へ加入し、総会及び研究会へ出席します。

・各協会負担金及び出席負担金 517千円

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

19,287 19,287

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

86,828

-
竹瓦温泉
別府海浜砂湯

不老泉グループ 49,322

不老泉
田の湯温泉
海門寺温泉
永石温泉

【事業の目的】
  　市内１７カ所の市営温泉を清潔で衛生的な公衆浴場として維持管理していきます。
　　各市営温泉は地域の特性を考慮しながら、市民や観光客のコミュニティの場として、
　地域に密着した施設を目指します。

施設・グループ 28年度入浴者数

竹瓦温泉グループ

189,683

鉄輪むし湯

柴石温泉グループ 27,435
柴石温泉
浜田温泉
亀陽泉

合計

堀田温泉
北浜温泉

湯都ピア浜脇 44,910
多目的温泉
浜脇温泉
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 01 1014 温泉総合管理に要する経費

款 項 目 事業

08 03 01 1015 共同温泉に要する経費

【事業概要】

利息
無利子

◎補助金制度（予算額：2施設　2,922千円）
対　象：貸付を受けた市有区営温泉
限度額：1,000千円（貸付額が1,000千円以内の場合は貸付金と同額）

【実績等】
　平成26年度　貸付金3,845千円（市有区営温泉10施設）

補助金3,845千円（市有区営温泉10施設）
　平成27年度　貸付金5,442千円（市有区営温泉7施設）

補助金4,492千円（市有区営温泉7施設）
　平成28年度　貸付金9,984千円（市有区営温泉12施設）

補助金8,199千円（市有区営温泉12施設）

【事業の目的】
 　　別府市の行っている市営温泉や市有区営温泉等への給湯のための泉源等施設設備と、
　 これらを結ぶ中央監視室の維持管理を行い、安定的な温泉の供給に努めます。

【事業概要】
　　市有１６泉源施設の電気料や直営温泉施設の電気・水道料等を支払います。

・泉源施設等光熱水費　　　　　      36,910千円
　　市庁舎と各泉源施設を結ぶ中央監視システムの保守点検業務を行います。

・温泉中央監視装置保守点検等委託料　 3,672千円

【実績等】
　　湯管等総延長　　約46㎞
　　給湯箇所 74施設
　　給湯量（1日）　 約3,310キロリットル

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

41,536 41,536

2,922

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

32

償還方法
市有区営温泉 工事費の50％以内

（限度額6,000千円）

6カ月据置、
15年以内の
元利均等

区有区営温泉 年1％
組合営温泉

【事業の目的】
  　地域に密着し、地域住民間の大切なコミュニティの場である共同温泉を支援するため、
  施設改修や泉源掘削等の費用に対する貸付金や補助金を交付し、施設改善や環境の整備を
　促進します。

◎貸付金制度（予算額：2施設　2,922千円）
区　分 貸　付　金

2,954
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 01 1304 温泉資源保護の推進に要する経費

款 項 目 事業

08 03 02 1016 温泉維持補修に要する経費

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

一般財源

861 861

【事業の目的】
　別府市全域における温泉水の状態変化を広域的に把握します。また、行政関係者や研究者だ
けでなく、源泉所有者や温泉愛好家、一般市民と共同で調査をすることにより、温泉資源への
関心や保全・活用への意識の向上を目指します。

【事業概要】
　別府市内２５箇所にて温泉水の調査を行います。
　・消耗品費、備品購入費　　　　　213千円
　・温泉分析手数料　　　　　　　　648千円

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他

【事業の目的】
   市営温泉の設備改善や市有泉源及び給湯管の維持補修を行い、安全・安心に利用できる
　温泉施設の提供と温泉給湯の安定供給に努めます。

【事業概要】
　市有泉源のスケール抑制装置やポンプ等の保守点検を行います。（８泉源）

・温泉設備保守点検等委託料　　　   43,022千円
　維持補修等にかかる測量設計等及び給湯管のスケール除去等を行います。

・温泉維持補修業務等委託料　　　 　15,636千円
　その他、各温泉施設・泉源・給湯設備の維持補修を行います。

・維持補修工事費　　　　　　　　　 66,925千円

【実績等】
　　平成26年度　 116,299千円
　　平成27年度　  98,911千円
　　平成28年度　 104,540千円

123,408133,721 10,313
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

08 03 02 1017 温泉総合整備に要する経費

款 項 目 事業

08 03 02 1305 別府海浜砂湯改修に要する経費

【事業の目的】
　　別府市が所有する市内給湯管の計画的な布設替えや中央監視システムの再整備を行い、
　安定的な温泉の供給に努めます。

【事業概要】（今後の整備計画）
　　平成３０年度は、雲泉寺泉源計装機器及び盤の更新を行います。

・温泉中央監視装置等更新委託料　1,327千円
・温泉中央監視装置取替工事費　 22,973千円

【実績等】
　　平成26年度　　8,601千円（堀田泉源のテレメーター設備等の更新）
　　平成27年度　 11,566千円（鶴見園第１，２，３泉源テレメーター設備等の更新）
    平成28年度　 23,436千円（堀田泉源の計装盤機器等の更新）

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

24,300 24,300

【事業の目的】
　別府海浜砂湯全面改築を行い、さらなる集客増加を目指します。

【事業概要】
　別府海浜砂湯の改修にあたり、平成２９年度に実施したサウンディング調査の結果をもと
に、ＰＦＩアドバイザリー委託業務を通じて、民間資金とノウハウを活用した温泉施設の改修
及び運営等を行う事業者の公募を行っていきます。

・ＰＦＩ事業アドバイザリー業務等委託料　33,178千円

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

33,547 33,547
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 14 0151 姉妹都市交流に要する経費

款 項 目 事業

02 01 14 0152 国際交流に要する経費

【事業の目的】
  国際観光都市にふさわしい都市づくりの促進を行います。

【事業概要】
  国際交流事業 7,135千円
  国際交流都市提携をしている都市との交流や関係団体を通じて国際交流を行います。

　海外留学奨励金事業 300千円
  今後より一層の国際化を推進することを目的とし、諸外国に留学し、積極的に勉学に励み、
  留学先における交流を促進する市民に対し、奨励金の交付を行います。

その他 一般財源

【事業の目的】
  姉妹都市・友好都市との文化・経済・スポーツ等幅広い分野にわたる交流の促進を図りま
  す。

【事業概要】
  姉妹都市・友好都市との交流事業 1,369千円
  姉妹都市、友好都市提携をしている都市との交流事業を行います。

【対象都市】
  熱海市との間の姉妹都市提携、木浦市との姉妹都市提携（韓国）
  ボーモント市との姉妹都市提携（米国）
  烟台市との友好都市提携（中華人民共和国）
ロトルア市との姉妹都市提携（ニュージーランド国）、バース市との姉妹都市提携（英国）

所管課

文化国際課

事業名称

その他 一般財源

1,369

国県支出金予算額

1,369

地方債

事業名称 所管課

7,435 7,435

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 14 0840 外国人留学生に要する経費

款 項 目 事業

02 01 14 1152 多文化共生に要する経費

【事業の目的】
  地域活動に積極的な外国人留学生の活動を支援することにより、地域の活性化や、留学生
　と地域社会とのつながり、持続可能な外国人留学生ネットワークの構築を目的とします。

【事業概要】
  外国人留学生地域活動等助成金交付事業 2,100千円
  外国人留学生の独自性、地域性に基づいた市民との交流活動等や別府市の国際化へ向けた活
  動など幅広い提案型地域活動を支援するために助成金を交付します。

【対象者】
　市内大学に在学する３人以上の団体のうち、２分の１が外国人留学生であることが対象と
　なります。

【実施方法等】
　市内大学へ募集し、外国人留学生から応募のあった事業に対し、上限２０万円の助成金を交
　付します。

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,245 2,245

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
  国際理解教室や市民との交流等多文化共生に関する事業を開催することにより、日本人
　住民と外国人住民の相互理解を深め、地域の活性化や住みよいまちづくりの実現を目的
　とします。

【事業概要】
  多文化共生推進事業 9,265千円
  多文化共生事業を（一社）別府インターナショナルプラザに運営委託し、市民の語学教室
　の充実や外国人の日本語教室の充実を図る「コミュニケーション支援事業」やキーパーソン
　の育成、市民と外国人の交流を促進する「多文化共生の地域づくり事業」を実施します。

  国際理解教室事業 1,050千円
  別府市内の小・中学校へ外国人留学生を派遣し、国籍や文化の違いを越えて相互理解を深
  め、国際力豊かな人材を育成します。

  ＣＩＲ事業 2,813千円
 （一財）自治体国際化協会（ＣＬＡＩＲ）を通じて派遣される国際交流員（ＣＩＲ）を任用
　することにより、外国語教育の充実、国際交流の発展、多文化共生事業の推進を図ります。

13,128 13,128
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

02 01 14 1288 おおいたＡＳＥＡＮ交流推進に要する経費

款 項 目 事業

02 01 14 1298 学生大同窓会に要する経費

【事業の目的】
  日本語パートナーズ事業に係る研修拠点の設置を円滑に進めるため、大分県、別府市及び
　地元経済界等が国際交流基金やＡＰＵと連携し、大分県ならではの効果的な事業を推進し
　ます。
　このような取組を通じて、研修移転の効果を最大化するとともに、ＡＳＥＡＮとの交流を
　推進します。

【事業概要】
  おおいたＡＳＥＡＮ交流推進事業 2,780千円
　ＡＳＥＡＮとの交流機運の醸成に向けたシンポジウム、留学生等を活用した語学支援、
　国際交流団体等と連携したホームビジットの実施、日本文化体験、教育・観光・商工業の
　施設見学、その他ＡＳＥＡＮとの交流に関する事業を推進します。

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,780 781 1,999

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
  毎年、市内の大学を卒業する学生は約２，０００人であり、多くの卒業生は別府を離れ
　生活しています。そのため、１年に１度同窓会を開催し、別府市に帰ってくる場を設け、
　別府市の現状や課題を共有し、解決する場を設けます。

【事業概要】
  学生大同窓会開催事業 10,000千円
　別府を第２の故郷と慕う卒業生や現役学生、海外でビジネスを展開する関係者等が一堂
　に会し、別府市の現状や課題を共有するとともに、国際観光温泉文化都市別府の未来を
　語り合う同窓会を開催します。

【対象者】
  別府の大学を卒業した学生及び関係者

【実施方法等】
  大学や校友会、市民団体等で構成する実行委員会を設置し、大同窓会の内容を検討し実
　行委員会主導で大同窓会を開催します。

10,000 1,500 3,000 5,500
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

11 05 04 0942 文化振興に要する経費

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

【事業の目的】
  市民文化の向上・振興を図り、広く市民の芸術文化に対する意識の高揚を図ります。

【事業概要】
  別府湯けむり文学事業 162千円
  毎年「別府」を題材とした短歌、俳句、川柳の作品を募集し、年度末に優秀作の表彰を行い
  ます。

  別府市美術展開催事業 315千円
  市民の芸術文化の向上を図るため別府市美術展開催事業費の一部を補助します。

  別府市民フィルハーモニア管弦楽団事業 1,500千円
  管弦楽を通じて音楽文化の普及向上と市民の芸術文化の向上を図るため、別府市民フィルハ
  ーモニア管弦楽団事業費の一部を補助します。

  別府アルゲリッチ音楽祭事業 22,400千円
  本市の芸術文化の振興を図るため、別府アルゲリッチ音楽祭の運営費の一部を負担します。

  文化活動育成事業 1,100千円
  本市の文化活動の活性化を図り、文化の薫るまちづくりのために、市内で活動する文化団体
  に対し活動の支援をします。

  別府現代芸術フェスティバル開催支援事業 30,000千円
  現代芸術アートを通して情報発信事業や芸術振興事業、定住促進事業を実施します。特に、
　「ｉｎ　ＢＥＰＰＵ」においては世界的に有名なアーティストを招致します。また、市民
　文化祭「別府アートマンス」を開催し、芸術文化をとおした観光客誘致を図ります。

　音泉タウン音楽会事業　1,800千円
　市民が音楽に触れあうことができるまちづくりを目指し、吹奏楽連盟による駅なか音楽会
  や、まちなかで行う音泉タウン音楽会を年間に４回程度開催します。

　国民文化祭開催事業　20,758千円
　第３３回国民文化祭・おおいた２０１８、第１８回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会
　において別府市の主催事業を企画・準備し、開催します。

78,035 50,000 28,035
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 ２　事業概要（一般会計）

款 項 目 事業

11 06 01 1246

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

国際スポーツ大会事前キャンプ等の誘致に要する経費

【事業の目的】
ラグビーワールドカップ２０１９及び２０２０東京オリンピック・パラリンピック競技大会
のキャンプ誘致が実現することで、別府の価値を高め、スポーツ観光やインバウンドの増加
による地域活性化及びスポーツ文化の向上に寄与することを目的とします。

【事業概要】
キャンプ誘致活動・観光誘致事業　9,646千円
ラグビーワールドカップ２０１９及び東京オリンピックパラリンピック競技大会のキャンプ
誘致活動を行います。

　別府市国際スポーツキャンプ誘致委員会負担金　23,612千円
　官民が連携し、大会の機運醸成やキャンプ誘致の実現に向け、誘致活動を行います。

ラグビーワールドカップ２０１９大分県推進委員会負担金　15,708千円
大分県、大分市と連携し、大会の成功に向け、子ども達がラグビーボールに触れる機会の
創出など、ラグビーの普及や大会期間中の観光客のおもてなしに関する事業を推進します。

49,574 41,000 8,574
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